
展小林古径の内弟子として研鑽を積み中央画壇で活躍するも
戦争に翻弄され郷土に根を下ろし 情勢不安の中で無欲
に制作を続けた作家の思いを辿る展覧会

10:00-17:00
丸大扇屋 入場無料

Title :

郷土に根付いた日本画家、高橋都哉

鷲



小柄で瘦せ型、派手好みでなくいつも
和服にもんぺ姿で質素な生活を送った。

P r o f i l e

展

＊ご来場の際はマスク着用等の感染症対策にご協力をお願いします。

助成：置賜文化フォーラム地域文化振興支援事業

お問い合わせ：文教の杜ながい   長井市十日町 1-11-7   0238-88-4151 

た か は し く に や

小金沢 智 koganezawa satoshi

農家に生まれながら画業を志し、小林古径の内弟子として、兄弟弟子だった奥村土牛とともに研鑽
を積み日本美術院展で活躍した日本画家です。戦後の食糧難や情勢不安から逃れるため帰郷し、中
央画壇から離れて地道な制作をつづけました。その柔らかくも細やかな筆致からは、穏やかで実直
な人間性がうかがえます。本展では、昨年新たに長井市に寄贈された大作を中心に、郷土に残され
た作品を紹介し、紆余曲折の人生を歩んだ作家の心情に思いをはせ、その芸術観を探ります。

長井市西根に生まれた高橋都哉は、

1. 牡丹　
2. 片洞門　
3. ひまわり　 
4. 小林古径宅付近

キュレーター

1982年、群馬県生まれ。2008年、明治学院大学大学院文学研究科芸術学専攻博士前期課程修了。
専門は日本近現代美術史、キュレーション。世田谷美術館、太田市美術館・図書館の学芸員を経て現
職。主な企画に、「都美セレクション グループ展 2022　たえて日本画のなかりせば：東京都美術館篇」（東
京都美術館、2022）、「現代日本画へようこそ」（太田市美術館・図書館、2018）など多数。「現在」の表現を
ベースに据えながら、ジャンルや歴史を横断するキュレーションを得意とする。

* 小林古径（1883年 - 1957年）日本画家。 東京藝術大学教授。帝室技芸員。文化勲章。
* 奥村土牛（1889年 - 1990年）日本画家。院展理事長を歴任。芸術院会員。文化勲章。

郷土出身の日本画家が生きた明治、大正、昭和とは、どのような時代だったか。
当時の日本画を取り巻く諸相をお話しすることで、その心情を探ります。

高橋都哉の生きた時代

定員：　 名
入場料：無料

20 (先着順)

東北芸術工科大学芸術学部美術科日本画コース専任講師

丸大扇屋新座敷


